
  

 

おりひめは、はたおりでかみさま

のようふくを つくるしごとをし

ていました。 

ひこぼしは、あまのがわのき

しでうしをかってせわをして

いました。 

かみさまのしょうかいで ふ

たりがであい、しあわせなけ

っこんをしました。 

でも、なかがよすぎてふ

たりはしごとをわすれて

あそんでばかり。 

かみさまのきものはボロボロ。 

うしはびょうきになってしまいま

した。 

おこったかみさまは、ふたり

をわかれわかれにしたので

す。 

まいにちなきつづけたおりひめをか

わいそうにおもったかみさまは 1ね

んにいちど７月７日 だけあうこと

をゆるしました。 

しかし、あめがふるとあ

まのがわのみずが ふえ

てあえません。 

でも、だいじょうぶ。そんなと

きはカササギというとりがとん

できてあまのがわにはしをかけ

てくれるのです。 

ひらかたしのおとなりのかたのしには、ふるくからたなばたのものがたりがかたりつがれていて、それにゆかりの

あるばしょがたくさんあります。あまのがわにはかささぎばしがかかっていて、 はたものじんじゃもあります。 たなばたのものがたり 

七 夕

たなばた

まつりのたべものは、あまのがわにみたてた「そうめん」がたべられます。 

伝 説

でんせつ

にちなんだかざりつけでたのしんでください。 

そうめんに、輪切

わ ぎ

りにしたオクラをもりつけると星 形

ほしがた

になり、あまのがわに見

み

えてすてきです。 

これが 7月 7日のたなばた

のおはなし。ひらかたにも

あまのがわというなまえの

かわがあり、かささぎばし

というはしがかかっていま

す。 


